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NY-198の 臨床的検 討

小 山 優 ・渡辺健太郎

東京共済病院 内科

横 沢 光 博

東京共済病院 検査科

NY-198は 北陸製薬株式会社で合成された新キノロン系抗菌剤である。

今回我々は11例 の各種細菌感染症に対 し本剤 を使用 し,そ の臨床効果および安全性に関する検討を

行なったので報告する。

本剤を経口にて1日300mg～600mgを3日 間より18日 間投与し,総 投与量は1.2gか ら10.8gで あっ

た。

臨床効果は,急 性咽頭炎の1例 は有効,急 性気管支炎の6例 は有効,慢 性気管支炎の3例 中2例 は

有効,1例 はやや有効,大 腸炎の1例 は有効で,全 体 として11例 中10例 が有効となり,有 効率90.9%

であった。評価 し得た細菌学的効果は2例 からStaphylococcus aureus, Streptococcus pneumoniae,

Pseuaomnas fluorescensの 各1株 が分離 さ礼2例 とも菌消失であった。

臨床的副作用および本剤投与前後での臨床検査値の異常変動は全くなかった。

NY-198は 北 陸製 薬株 式 会 社 で 新 規合 成 され た 経 口用

合 成抗 菌剤 で,そ の化 学 構 造 はFig. 1の 如 くキノ ロ ンカ

ル ボ ン酸 を基 本 骨格 に1位 にエ チル 基,6位 お よび8位

にフ ッ素 原子,7位 に3-メ チ ル ピペ ラジ ノ基 を有 す る。

本 剤 は殺 菌 的 に作 用 し,Staphylococcus auneus, Enter-

ococcus faecalis, Escherichia coli, Klebsiella sp, Enter-

obacter sp, Proteus sp, Serratia sp, Pseudomonas aer-
uginosa, Haemophilus influenzae, Neisseria gonorr-
hoeaeな ど嫌気性菌を含むグラム陽性菌,グ ラム陰性菌

に対して広範囲な抗菌スペク トラムと強い抗菌活性を有

し,さ らに種々の薬剤耐性菌に対しても優れた抗菌力を

有する。本剤の経口投与時の吸収は良好で,血 中濃度は

用量依存的に上昇し各種組織移行も良好で,尿 中に大部

分が未変化体のまま排泄される。安全性の高いことも認

められている1)。

Fig. 1. Chemical structure of NY-198

今回我々は内科領域の各種感染症に本剤を使用し,そ

の臨床効果および安全性に関する検討を行なったので報

告する。

I 対象および方法

対象症例は11例 で,そ の年齢分布は38歳 から80歳であ

り,性 別は男性4例,女 性7例 である。疾患の内訳は呼

吸器感染症10例,腸 管感染症1例 である。

投与方法 は食後30分 の内服で1回100mgま たは200mg

の1日2回 から3回 投与で,投 与期間は3日 間から18日

間で,総 投与量は1.2gか ら10.8gで あった。

本剤の投与前後で対象症例の自他覚的所見を観察する

とともに末梢血液像,血 液生化学検査,細 菌学的検査な

どの諸検査を施行し,そ の改善度合いをもとにして臨床

効果を著効,有 効,や や有効,無 効の4段 階で判定した。

また,本 剤投与によると思われる自他覚的副作用の有無

および臨床検査値異常の有無について安全性の検討も行

なった。

II 成 績

投与症例の概略を記した一覧表はTable 1に 示す。効

果判定対象例11例 のうち有効10例,や や有効1例 の成績

を得た。疾患別にみると呼吸器感染症10例 中有効9例
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やや有効1例 で,腸管感染症(大腸炎)の1例 は有効であ

った。

以下それぞれの症例について略述する。

症例1は 咽頭炎である。約1週 間程前より咽頭痛が持

続し発熱を伴って来院,咽 頭に発赤がみられ咽頭粘液よ

りSaureusが 認められた。本剤投与後3日 目には解熱

し,1週 目には咽頭痛,咽 頭発赤も改善され有効であっ

た。

症例2は 急性気管支炎である。膿性喀痰を伴う咳嗽が

5日程前より持続し,赤沈の促進がみられ細菌感染によ

る気管支炎と判断した。この症例は白血球増多なくCRP

陰性であったが,本 剤の7日 間投与にて症状が改善され

たことからも細菌感染症と判定し,効果判定対象症例と

した。臨床効果は有効とした。

症例3は 糖尿病にて入院中に急性気管支炎を合併 した

症例である。咽頭痛,咳 嗽,喀 痰が中等度にみられ,喀

痰培養からはStmptococcus pneumoniaeが 認められた。

本剤の投与開始後6日 目には諸症状はほぼ改善さ礼 最

後に残った咽頭痛も9日 目には消失し有効であった。本

剤投与終了時には喀痰は全く認められず,咽 頭粘液の培

養でも常在菌のみであり,本剤の細菌学的効果は菌消失

とした。

症例4は3日 前より発熱,咳 嗽,喀 痰を訴え来院した

急性気管支炎である。喀痰培養にてSaumusと

Aeudomnas faumscmsが 認められた。7日 間の外来

投与にて自覚症状では咳噺がわずかに残ったがその他の

症状は全て改善さ礼CRPも 陰性化し有効であった。喀

痰が消失したため咽頭粘液にて培養を行なったが常在菌

のみで,菌 消失とした。

症例5は 咳嗽,喀 痰を主訴とした急性気管支炎である。

起炎菌は不明であったが,自 覚症状および白血球増多の

改善,CRPも 陰性化し有効と判定した。

症例6は 約1週 間程持続する微熱,咳 嗽,喀 痰を主訴

とした急性気管支炎である。本例も起炎菌は不明である

が,本 剤の投与により自覚症状,白 血球増多の改善およ

びCRPが 陰性化し有効であった。

症例7は10日 前に咳嗽が出現し次第に増悪 し喀痰を

伴うようになり来院した急性気管支炎である。本剤の投

与により3日 目には著明な咳嗽も軽減され,7日 間投与

により検査値の改善もみられ有効であった。

症例8は 慢性気管支炎の急性増悪の症例である。本剤

の投与により咳噺軽減し,喀痰量も減少し,検査所見も

改善され有効であった。

症例9は 陳旧性肺結核および肺気腫を基礎疾患に有し

ている慢性気管支炎である。2週 間程前より吻嗽,喀 痰

が増悪し,微熱が出現したため来院し本剤を使用した。

自覚症状および検査所見とも改善され有効であった。な

お本例は慢性気管支炎のためCRPは 常 に陽性・赤沈の

尤進 もみられるが,CRPは3+→+,赤 沈 は57m/h→

39m/hと 改善 した。

症例10も 陳旧性肺結核 と肺気腫が基礎疾患としてみ

られる慢性気管支炎である。白血球増多は認められなか

ったが,粘 膿性喀痰 を認め,赤 沈亢進し,CRP陽 性のた

め本剤を使用した。また,喀 痰培養からも特別な病原菌

は認められず細菌感染症 としての根拠が若干薄かったが,

赤沈が79m/hと 亢進 しているため本剤 を使用 した。本剤

の投与により自覚症状の改善がわずかにみられ,CRP陰

性化を認めたため効果判定対象 とした。臨床効果はやや

有効である。

症例11は 肝硬変を基礎疾患に有す る感染性腸炎であ

る。下痢,発 熱,白 血球増多にて本剤を投与し,2日 後

にはかなり下痢の改善を認め,4日 目には下痢はおさま

っている。6日 目に解熱し,7日 目に白血球数も正常化

し,起 炎菌は不明であったが,有 効とした。

全例において自他覚的副作用および臨床検査値異常は

全 く認められなかった。なお,本 剤投与前後に測定した

臨床検査値はTable 2に 示す。

III 考 察

NY-198は 北陸製薬株式会社で新規に合成された経口

用抗菌剤で,嫌 気性菌を含むグラム陽性菌,陰 性菌に対

し広範囲な抗菌スペクトラムを示 し,そ の抗菌力はピペ

ミド酸をはるかに凌ぎノルフロキサシンおよびオフロキ

サシンとほぼ同等であった。経口投与後の吸収が良好で

各組織への移行 も優れてお り,中 枢神経系副作用も含め

安全性に関しても特に問題となる所見は認められていな

い1)。.

今回の我々の成績では,分 離菌に対する効果として評

価 し得るものは2例 で,Spneumniaeの1例 とS

aureus, P. flumscensが 分離された1例 であり,ともに

除菌が認められた。これら3菌 種に対して本剤は優れた

抗菌力を示しており1),満 足のいく結果であった。

臨床効果は,咽 頭炎の1例 は有効,急 性気管支炎の6

例 は全て有効,慢 性気管支炎の3例 は2例 が有効,1例

はやや有効,大 腸炎の1例 は有効で全例11例 中10例 が有

効 となり,90.9%の 有効率であった。疾患別にみるとそ

の内容は,咽 頭炎の1例 は本剤のSaureusに 対する抗

菌力を反映 した有効例である。急性気管支炎の6例 は疾

病の程度はいずれも軽症である。本剤の急性気管支炎に

対する新薬シンポジウム資料1)での全国集計における有

効率は87.5%と 良好な成績を示 してお り,今 回の我々の

6例 全例が軽症例であったものの有効であったというこ

とは納得のできる成績であった。慢性気管支炎の3例 に

対しても2例 が有効であり,残 りの1例 も効果判定のむ



VOL.36 S-2 CHEMOTHERAPY 563



564 CHEMOTHERAPY JUNE 1988

ずかしいやや有効例であ り,本 剤の慢性気管支炎に対す

る効果 も良好な成績と思われた。腸管感染症に対 して本

剤は優れた効果 を示 している1)が,我 々の経験 した1例

も有効であった。

以上の成績は,我 々の行なった同系薬剤での臨床効果

DL-8280の 有効率2)79%,BAYo9867の 有効率3)76%と

比較すると疾患および症例数に差はあるものの対象疾患

での比較において遜色はない。今回のNY-198の 対象例

数は11例 と少なく,し か も軽症例が多かったが一応90.9

%と 良好な有効率であり,吸 収の良いキノロン系薬剤で

あるが副作用を全 く認めず,今 後検討を続けるに値する

薬剤 と考 え られ る。
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CLINICAL STUDY ON NY-198

MASARU KOYAMA and KENTARO WATANABE

Department of Internal Medicine, and

MITSUHIRO YOKOZAWA
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NY-198, a new quinolone antimicrobial agent, was first synthesized by Hokuriku Seiyaku Co., Ltd. We
examined the clinical effects and safety of this drug, and obtained the following results.

NY-198 was used in the treatment of 11 patients with various infections: pharyngitis (1), acute bronchitis (6),
chronic bronchitis (3) and colitis (1).

NY-198 was administered at 100-200mg t.i.d. or b.i.d. for 3-18 days, and the total dose was 1.2-10.8g.
Overall clinical efficacy was good in 10 cases and fair in 1, the efficacy rate being 90.9%. S. aureus, S.

pneumoniae and P. fluorescens were isolated from two assessable cases and all strains were eradicated.
No adverse reaction or abnormality in laboratory findings during treatment was observed.


